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学 位 論 文 内 容 の 要 旨
肺ラジオ波焼灼術時に高張生理食塩水 (生食)を注入する事で凝固壊死体積が増大
するか､3頭のブタの正常肺を用いた動物実験を行い検討したOグループを3つに分




葺疑国境死体積を比較検討 した｡グループ3はグループ 1､2に比 し平均組織抵抗が低
い傾向にあった (各 p々-0.059､p-0.053)Oまたグループ3はグループ2に比し有
意に焼灼時間が長く (p-0.004)､グループ 1および2に比 し最大出力が高かった
(各 p々-0.001､p-0.004)｡凝固壊死体積ではグループ3はグループ2に比し有意




論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､肺ラジオ波焼灼術 において高張食塩水 (10%)を注入すること
で凝固壊死体積が増大するか､豚の正常肺を用いて検討 したものである｡そ
の結果､高張食塩水注入群は非注入群に比べて平均組織抵抗の低下､焼灼時
間の延長､最大出力の増大に伴い､凝固壊死体積の増大が認められた｡この
結果は､肺ラジオ波の効果を増大するための重要な知見であり価値ある業績
であると認めるO
よって･本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
